
原発性肺癌 120件 （38.5%）
胸部の表在損傷 16件 （5.1%）

その他 40件 （12.8%）

縦隔腫瘍 19件 （6.1%）

胸部外傷（肋骨，胸骨及び胸椎骨折を含む） 
62件 （19.9%）

気胸 37件 （11.9%）

転移性肺癌 18件 （5.8%）
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　呼吸器外科

1．概要
　当科は、東三河地区の重要な基幹病院として、肺癌などの悪性疾患、気胸のような良性疾患、胸部外
傷など、地域医療に必要とされる胸部外科疾患を幅広く取り扱い、体への負担が少ない低侵襲手術を積
極的に実施している。
　早期肺癌の標準術式は肺葉切除だが、ごく早期の肺癌もしくは低肺機能の患者には、より切除範囲が
小さく呼吸機能を温存できる肺区域切除や部分切除を検討する。また、肺葉切除に関しても、従来行わ
れてきた標準的な開胸手術や胸腔鏡下手術だけでなく、できるかぎり体に負担の少ない低侵襲手術を適
応することができるか十分に検討し、治療を提案している。
　毎週定期的に開催するカンファレンスでは、呼吸器内科や放射線科とともに症例検討を行い、患者さ
んに応じた治療を複数の医師で検討している。

（部長　成田　久仁夫）

２．新規登録疾患
総数：312件
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疾患名 主となるICD10病名 件数（件） ICD10

原発性肺癌 気管支及び肺の悪性新生物，気管支又は肺，部
位不明 108 C349

胸部外傷（肋骨，胸骨及び胸
椎骨折を含む）

肋骨骨折 19 S2230
外傷性血胸 13 S271

気胸
自然気胸 21 J931
続発性気胸 13 J938

縦隔腫瘍

その他及び部位不明の胸腔内臓器の良性新生
物，胸腺 9 D150

中耳，呼吸器及び胸腔内臓器の性状不詳又は不
明の新生物，縦隔 6 D383

転移性肺癌 肺の続発性悪性新生物 18 C780

胸部の表在損傷 胸部の挫傷 16 S202

３．活動報告
（1）患者状況
　　　年間外来患者数  2,858人　年間外来新患者数 301人
　　　年間入院患者数  1,403人　年間入院新患者数 201人



学会発表（医局）
（呼吸器外科）

1 野亦　悠史.胸腔内出血により出血性ショックを呈したVon Recklinghausen病の1例。.第116回日本肺癌学会中部支
部学術集会.豊橋市.2020/2/8

2 野亦　悠史.大量血胸を来したVon Recklinghausen病の2例.第37回日本呼吸器外科学会総会.東京都Web.2020/9/29
3 野亦　悠史.肺転移巣の生検で診断し得た潜在性前立腺癌の1例.第61回日本肺癌学会総会.岡山市.2020/11/13



研究会発表（医局）
（呼吸器外科）

1 橋本久実子.“Hospital to Hospital”exchange program.Uniportal VATS.Web.2020/10/16
2 橋本久実子.-This is our style-.Uniportal VATS.Web.2020/10/28



座長・司会（医局）
（呼吸器外科）

1 成田久仁夫.ランチョンセミナー.第116回日本肺癌学会中部支部学術集会.2020/2/8

2 成田久仁夫.呼吸器外科における現状と将来展望∼肺癌から肺移植に至るまで∼.第46回　MCRフォーラ
ム.2020/10/14

3 成田久仁夫.高齢者.第61回日本肺癌学会総会.2020/11/13
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